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憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

ピーター・グレイ著「核兵器の拡散防止について」 （「生き
られる柑界教育基金」刊）の表紙から。

草の根の国際共同作業をすすめよう！

防衛費削減の声を
國会に！

緊急請顧署名の
よびかけ
NPTの歴史と現状
カールビンソン
3月横須賀に！
著者に間く「情報公開法
でとらえた沖縄の米軍」

NEPA訴訟
控訴やむなく断念

依佐美送信所の撤去を！
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’̀’ の
歴史

（核拡散防止

条約）

と現状
立花昭
日本平和学会員・物理学者

●NPT連続セミナー第2回 (1月29日／

横浜）から

●まとめ：松戸志郎 ●文責：編集部

NPT条約そのものの改定は

困難。でも、私たちの多彩な

知恵で差別条項を骨抜きにし

よう。 「無期限延長」による

核保有国の特権固定化を許さ

ず、 95年を核兵器全面禁止

運動の再活性化のチャンスと

しよう。

●
二
月
十
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
九
四
年
度
の
防

衛
費
政
府
案
は
、
四
兆
六
八
三
五
億
円
。
前
年
度

（
九
三
年
度
）
に
比
べ
て
0

・
九
％
の
増
。
国
家
予

算
全
体
の
伸
び
率
が
一

・
O
％
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
「
突
出
」
ぶ
り
よ
り
は
「
抑
制
」
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
依
然
「
増
加
」
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り

は
な
い
、
軍
縮
と
は
ほ
ど
遠
い
予
算
案
で
す
。

ー
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所

(
S
I

P
R
I
)
の
九
三
年
版
「
軍
事
年
鑑
」
に
よ
れ

ば
、
九
二
年
の
世
界
の
軍
事
費
は
前
年
比
十
二

％
減
少
し
ま
し
た
。
二
0
0
0
年
に
は
九
0
年

の
約
三
分
の
二
に
減
少
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ

れ
ま
す
。

●
み
ん
な
で
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
、
「
買
う
の
を
止
め

て
」
と
訴
え
て
き
た
A
W
A
C
S
の
購
入
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
連
立
与
党
最
大
勢
力
の
社
会
党
が
、

「
導
入
反
対
」
の
姿
勢
か
ら
「
容
認
」
ヘ
一
八
0
度

方
向
転
換
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
社
会
党
の
中
で
、

●集約予定

第 1次 3月14日

第2次 3月31日

防
衛
費
削
減
の
声
を

国
会
に
！

緊
急
の
請
願
署
名

に
ご
協
力
を

費

貧困 (PacificNews Bui let ineより転載）

P
I
J
O
M
 J
clJ

C
S
 

連
立
与
党
の
間
で
ど
ん
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
、
国

民
に
は
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
密
室
の
談
合
で

防
衛
予
算
案
は
決
ま
り
ま
し
た
。

|
s
I
P
R
I
年
鑑
は
次
の
よ
う
に
も
報
告
し

て
い
ま
す
。
「
通
常
兵
器
の
大
量
購
入
で
九
二

年
に
目
立
っ
た
国
は
日
本
と
イ
ン
ド
で
あ
る
」
。

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
は
二
月
九
日
、
連
立
政
権
の
全

閣
僚
と
社
会
党
委
員
長
に
、

A
W
A
C
S
購
入
中
止

と
防
衛
費
削
減
を
求
め
る
手
紙
を
送
り
ま
し
た
(
+

二
、
三
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

●
A
W
A
C
S
以
外
に
も
、
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ミ
サ

冷
戦
終
結
を
迎
え
、
米
ソ
間
の
一
触
即

発
の
危
機
、
世
界
大
戦
の
危
機
は
大
幅
に

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
ア
メ

リ
カ
の
「
原
子
科
学
者
連
盟
」
が
発
表
し

た
資
料
に
よ
れ
ば
、
依
然
、
米
で
一

0
五

0

0
発
、
口
で
一
五
0
0
0
発
の
核
弾
頭

が
実
戦
配
備
中
で
す
。
核
の
冬
、
核
の
夜

の
恐
れ
は
な
お
、
去
っ
て
い
な
い
と
私
は

考
え
ま
す
。成

立
の
背
景

A
W
A
C
S
も
計
上

大
戦
後
、
米
ソ
の
対
立
の
中
で
、
国
連

原
子
力
委
員
会
で
の
交
渉
は
ま
と
ま
ら
ず
、

核
問
題
は
野
放
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
米
ソ
は
果
て
し
な
い
核
実
験
の

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
踏
込
ん
で
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
五
四
年
の
、
第
五
福
竜

丸
が
ビ
キ
ニ
で
死
の
灰
を
浴
び
た
事
件
も

そ
の
中
で
の
出
来
事
で
す
。
核
実
験
の
禁

止
を
求
め
る
声
の
高
ま
り
は
世
界
的
な
も

の
と
な
り
、
そ
の
結
果
六
三
年
、
部
分
核

実
験
禁
止
条
約

(
P
T
B
T
)
が
結
ば
れ

ま
し
た
。
地
下
に
お
け
る
以
外
の
核
実
験

を
禁
止
す
る
内
容
で
す
。
し
か
し
そ
の
後

も
数
百
回
に
及
ぶ
地
下
実
験
が
繰
返
さ
れ
、

ま
た
六
四
年
に
中
国
が
最
初
の
核
実
験
に

成
功
す
る
と
、
米
ソ
そ
れ
ぞ
れ
の
同
盟
国
ス

・
衛
星
国
が
、
自
分
た
ち
も
防
衛
の
た
め
ピチ

核
兵
器
を
持
ち
た
い
と
、
両
国
に
対
し
て
ッャ

技
術
移
転
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
キ刊

核
保
有
国
の
増
加
と
と
も
に
核
戦
争
の
危
月

機
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
六
三
年
か
ら

六
八
年
ま
で
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
軍
縮
委
員
会

で
の
交
渉
の
後
、
四
0
ヶ
国
の
批
准
で
七

0
年
に
核
不
拡
散
条
約

(
N
U
C
L
E
A

R
N
O
N
i
1
P
R
O
L
I
F
E
R
A
T
 

I
O
N
 
T
R
E
A
T
Y
=
N
P
T
)
が

発
効
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
な
差
別
条

約
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
六
七
年
以
前
に

核
実
験
を
実
施
し
た
国
の
み
が
核
兵
器
の

保
有
を
認
め
ら
れ
、
他
の
国
は
平
和
利
用

は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
軍
事
用
に
転
用

し
な
い
よ
う
I
A
E
A
（
国
際
原
子
力
機

関
）
の
査
察
を
義
務
化
さ
れ
る
と
言
う
内

容
で
す
。

核
拡
散
に
は
、
水
乎
、
垂
直
の
二
つ
の

側
面
が
あ
り
ま
す
。
水
乎
拡
散
と
は
、
核

を
保
有
す
る
国
の
数
が
増
え
る
こ
と
。
垂

直
拡
散
と
は
、
核
保
有
国
の
中
で
、
兵
器

の
質
と
呈
が
向
上
す
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
爆
発
力
の
増
大
、
弾
頭
数
の
増
加
、
ミ

サ
イ
ル
を
含
む
運
搬
手
段
の
命
中
精
度
の

向
上
な
ど
、
核
軍
備
の
性
能
向
上
を
言
い

案

あ
い
も
か
わ
ら
ぬ

3
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イ
ル
、
掃
海
母
艦
一
隻
、
護
衛
艦
二
隻
な
ど
の
高
額
認物

兵
器
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
支
払
便郵

い
は
、
ほ
と
ん
ど
が
後
年
度
負
担
（
ロ
ー
ン
）
で
す
種三

か
ら
、
そ
の
ッ
ケ
は
あ
と
あ
と
ま
で
尾
を
引
き
ま
す
第日

（
た
と
え
ば
A
W
A
C
S
二
機
一
〇
八
七
億
円
の
う
86
 

ち
、
九
四
年
度
に
予
算
化
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
月

五
億
円
で
す
）
。
ま
た
、
在
日
米
軍
の
た
め
の
「
思
年8
 

い
や
り
予
算
」
の
大
幅
増
の
一
方
で
、
基
地
周
辺
の

198

防
音
工
事
な
ど
の
費
用
が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

O2
 

●
予
算
審
議
が
国
会
で
始
ま
り
ま
す
。
「
戦
力
を
持
•4
 

た
な
い
」
は
ず
の
日
本
で
、
危
険
で
高
価
な
兵
器
や
、
1
9
9

外
国
の
軍
隊
の
駐
留
の
た
め
に
税
金
が
注
ぎ
込
ま
れ

18

゜

る
。
そ
の
一
方
で
、
「
財
源
が
な
い
」
と
い
っ
て
消

z

費
税
率
の
ア
ッ
プ
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
ど
う
考
え
て

も
お
か
し
な
、
許
し
が
た
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
市

民
の
声
を
国
会
に
届
け
る
た
め
、
国
会
へ
の
請
願
署

名
を
集
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
緊
急
の
署
名
で
す
。

ご

協

力

く

だ

さ

い

。

◆

◆
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ま
す
。核
保
有
国
は
自
ら
の
独
占
体
制
を
守
る

立
場
か
ら
、
水
平
拡
散
を
警
戒
し
ま
す
。

一
方
、
「
核
の
傘
」
の
外
に
あ
る
中
立
・

非
同
盟
の
国
々

(
N
N
A
)
は
、
冷
戦
下

に
お
け
る
必
要
悪
と
し
て
水
乎
拡
散
防
止

は
止
む
を
得
ず
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に

垂
直
拡
散
の
縮
小
を
期
待
し
て
N
P
T
に

参
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
核

軍
備
競
争
の
早
期
停
止
、
地
下
実
験
も
含

む
包
括
的
全
面
核
実
験
禁
止
条
約

(
C
T

B
T
)
の
早
期
締
結
、
軍
事
用
核
物
質
生

産
の
停
止
、
あ
る
い
は
、
核
保
有
国
の
核

に
よ
る
威
嚇
、
攻
撃
に
対
す
る
安
全
保
障

の
要
求
、
ま
た
核
技
術
の
平
和
利
用
転
換

へ
の
便
宜
、
そ
れ
ら
を
期
待
し
て
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
。

実
は
初
期
の
頃
は
、
核
保
有
五
ケ
国
の

内
N
P
T
参
加
国
は
米
・
英
・
ソ
の
三
国

の
み
で
し
た
。
中
•
仏
の
参
加
は
九
二
年

の
こ
と
で
す
。
日
本
の
批
准
は
七
六
年
。

こ
れ
は
、
保
守
党
の
核
兵
器
保
有
権
放
棄

に
対
す
る
抵
抗
を
、
電
力
業
界
が
説
得
し

て
の
結
果
で
す
。
つ
ま
り
、

N
P
T
に
加

盟
し
な
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
か
ら
原
発
用
の

濃
縮
ウ
ラ
ン
が
買
え
な
い
か
ら
、
と
言
う

こ
と
で
す
。

国
際
会
議
を
開
催
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
P

来
年
九
五
年
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
以

上
が
、
条
約
の
大
体
の
内
容
で
す
。

緊
急
の
課
題

前
文
の
精
神
を
、
ど
こ
ま
で
核
兵
器
国

が
実
行
し
た
か
、
各
条
文
が
ど
こ
ま
で
遵

守
さ
れ
た
か
を
点
検
す
る
の
が
、
五
年
毎

の
再
検
討
会
議
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
会
議
は
常
に
、
差
別
条
項
の
早
期
改
善

を
求
め
る
N
N
A
諸
国
と
、
そ
れ
を
拒
否

す
る
核
兵
器
固
（
米
英
ソ
）
と
の
対
立
・

論
争
の
場
で
し
た
。

N
N
A
諸
国
は
、

C

T
B
T
の
早
期
締
結
、
核
軍
備
競
争
の
締

結
と
削
減
、
核
保
有
国
に
対
す
る
安
全
保

障
な
ど
を
、
そ
の
た
び
ご
と
に
求
め
て
来

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
南
ア
な
ど
非
加

盟
で
あ
り
な
が
ら
事
実
上
の
核
兵
器
国
の

問
題
、
核
兵
器
関
連
機
器
の
輸
出
統
制
の

問
題
、
非
加
盟
国
が
平
和
利
用
の
面
で
よ

り
多
く
の
便
宜
を
得
て
い
る
問
題
な
ど
が

討
論
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

七
五
年
以
来
四
度
の
会
議
を
通
じ
て
、

N
N
A
諸
国
側
が
数
の
上
で
も
論
理
的
に

も
優
勢
と
な
り
、
核
保
有
国
（
特
に
米
国
）

条
約
の
内
容
に
入
り
ま
す
。
こ
の
条
約

の
前
文
は
、
す
で
に
重
要
な
内
容
を
含
ん

で
い
ま
す
。
締
結
国
は
、
全
人
頷
に
災
害

を
も
た
ら
す
核
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
い
、
核
兵
器
の
一
層

広
範
囲
に
わ
た
る
分
散
の
防
止
に
関
す
る

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
国
連

総
会
の
諸
決
議
に
従
う
こ
と
。
核
軍
備
競

争
の
停
止
を
出
来
る
限
り
早
期
に
達
成
し

核
軍
備
の
縮
小
の
方
向
で
効
果
的
な
措
置

を
と
る
意
図
を
宣
言
し
、
こ
の
目
的
の
達

成
に
つ
い
て
全
て
の
国
が
協
力
す
る
こ
と

を
要
請
す
る
こ
と
、
な
ど
、
垂
直
拡
散
削

減
に
向
け
た
表
現
が
見
ら
れ
ま
す
。

条
文
は
全
部
で
―
一
ケ
条
か
ら
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
水
平

拡
散
防
止
の
、
核
保
有
国
の
立
場
か
ら
の

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
条
文

を
挙
げ
ま
す
。
第
一
条
で
は
、
核
兵
器
国

の
非
核
国
へ
の
核
の
委
譲
、
核
開
発
の
技

術
援
助
を
禁
じ
、
第
二
条
は
非
核
国
が
核

兵
器
を
製
造
・
受
領
す
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
ま
す
。
第
三
条
は
、
非
核
国
は
核
物
質

の
軍
事
利
用
を
防
ぐ
た
め

I
A
E
A
の
査

の
孤
立
化
が
明
白
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
段
階
に
な
る
と
こ
の
会
議
と
P
T
B

T
再
検
討
会
議
と
軍
縮
会
議
の
そ
れ
ぞ
れ

の
参
加
国
は
、
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

核
軍
縮
に
つ
い
て
三
位
一
体
で
行
動
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ソ
連
の
崩
壊
と
前
後
し
て
米
ソ
間
の
緊

張
状
態
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
核
軍
縮
も

進
ん
だ
か
に
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
実
際

に
は
か
え
っ
て
問
題
が
内
向
し
、
分
か
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
側
面
が
あ
る
の
で
す
。

三
つ
に
分
け
て
説
明
し
て
行
き
ま
す
。

●
旧
ソ
連
の
核

第
一
に
、
核
大
国
C
I
S
の
内
部
問
題

で
す
。
ま
ず
、
権
力
争
い
や
経
済
的
悪
化
、

軍
を
含
む
中
央
管
理
体
制
の
弱
体
化
な
ど

に
よ
る
ロ
シ
ア
国
内
情
勢
の
乱
れ
で
す
。

そ
の
中
で
、

S
T
A
R
T
I
I
に
よ
る
核

兵
器
解
体
が
進
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
核

物
質
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
横
流

れ
、
科
学
者
・
技
術
者
の
国
外
頭
脳
流
出

な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
が
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
対
立
で
す
。

英
仏
中
の
合
計
に
匹
蔽
す
る
強
大
な
核
能

力
を
持
つ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
経
済
的
・
民

族
的
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ
ア
と
の
対
立

の
み
な
ら
ず
複
雑
な
内
部
分
裂
を
抱
え
込

ど
ん
な
条
約
な
の
か

ん
で
い
ま
す
。
核
弾
頭
を
ロ
シ
ア
に
集
中

し
N
P
T
に
加
盟
し
て
非
核
国
に
な
る

「
リ
ス
ボ
ン
議
定
書
」
も
完
全
に
は
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
一
月
の
米
大
統
領

の
訪
口
の
後
や
っ
と
S
T
A
R
T
:
9
,
I
が

批
准
さ
れ
た
と
言
う
状
態
で
す
。
も
う
一

つ
、
両
国
の
核
兵
器
信
仰
の
復
活
と
言
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
大
国
と
し
て

生
さ
残
り
を
目
指
す
に
は
、
通
常
兵
力
よ

り
も
l

安
上
が
り
l

な
核
兵
器
が
唯
一
の

安
全
保
障
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
の
復
活

の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
す
。

●
解
体
後
の
核
物
質

第
二
に
、
解
体
核
物
質
の
処
分
問
題
で

す
。
米
口
の
保
有
す
る
解
体
必
要
弾
頭
数

に
対
し
て
解
体
能
力
は
は
る
か
に
追
い
付

か
ず
、
大
量
の
核
物
質
1
1

高
濃
縮
ウ
ラ
ン

と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
存
在
し
、
そ
の
完
全

解
体
に
は
一

0
年
以
上
が
必
要
で
す
。
ウ

ラ
ン
に
関
し
て
は
、
米
口
合
わ
せ
て
約
一

三
C
O
ト
ン
、
全
世
界
の
原
発
の
二
＼
三

年
分
と
な
り
ま
す
。
核
燃
市
場
へ
の
影
響

を
考
え
る
と
、
全
量
処
分
に
は
な
お
一

0

年
以
上
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
高
速
増
殖
炉
の
燃
料

と
し
て
は
最
適
で
す
が
、
技
術
面
と
核
拡

散
の
恐
れ
か
ら
実
用
化
へ
の
道
は
遠
い
現

NPTの歴史と現状

たちばな あきら●物理学者で日本原子

力発電（株）で高速増殖炉問題に取り組

んできた．現在NPT問題に情熱をそそ

いでいる。 「物理学者として私たちの学

問を弱い者いじめや人殺しに使わせるの

は我慢ならんと思っていました。ちょう

ど昨年フリーの立場になったこともあり、

ぐ核兵器のない世界を願う第一歩を、この

NPT問題を考えることから出発したい

と思います」．

察
を
義
務
付
け
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

第
六
条
は
垂
直
拡
散
に
関
す
る
問
題
で
、

極
め
て
重
要
で
す
。
主
と
し
て
、
核
保
有

国
は
軍
縮
会
議
に
提
案
し
関
係
国
と
協
議

し
て
早
期
に
軍
備
縮
小
の
方
向
で
合
意
せ

よ
、
と
言
う
内
容
で
、

N
N
A
諸
国
の
突

き
上
げ
て
い
る
内
容
で
す
。
第
八
条
は
条

約
改
正
に
つ
い
て
で
す
が
、
全
て
の
核
兵

器
国
と
I
A
E
A
理
事
国
の
賛
成
が
必
要

で
あ
る
と
さ
れ
、
従
っ
て
、

N
N
A
諸
国

の
願
う
よ
う
な
軍
備
縮
小
な
ど
の
条
約
改

正
は
、
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一

0
条
は
、
脱
退
と
有
効
期
限
に
つ
い

て
。
脱
退
に
つ
い
て
は
現
在
、
北
朝
鮮
の

問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

有
効
期
限
に
つ
い
て
は
、
発
足
後
二
五
年

で
無
期
限
延
長
か
有
期
延
長
か
を
決
め
る

5
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「
デ
メ
リ
ッ
ト
無
視
で
き
ぬ
」

明
口
に

｀伍~

‘／呼l＜

状

で

す

。

ま

た

ロ

シ

ア

の

高

速

炉

は

ウ

ラ

ン

を

使

用

し

て

い

る

こ

と

、

米

国

は

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

の

平

和

利

用

を

事

実

上

禁

止

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

両

国

は

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

の

平

和

利

用

の

技

術

を

持

ち

ま

せ

ん

。

日

欧

は

利

用

技

術

は

あ

る

程

度

あ

っ

て

も

経

済

性

に

問

題

が

あ

り

、

従

っ

て

当

面

、

貯

蔵

以

外

に

手

が

な

い

状

態

で

す

。

●

原

発

の

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

第

三

に

、

こ

れ

ま

で

に

平

和

利

用

で

蓄

積

さ

れ

た

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

の

問

題

で

す

。

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

は

ウ

ラ

ン

と

違

っ

て

、

低

い

濃

縮

度

で

も

爆

弾

利

用

の

可

能

性

は

低

下

し

ま

せ

ん

（

「

核

拡

散

抵

抗

性

が

低

い

」

と

言

い

ま

す

）

。

原

発

の

燃

料

プ

ー

ル

中

の

使

用

済

み

燃

斜

に

含

ま

れ

る

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

は

全

世

界

で

現

在

一

0
0
0トン
と

言

わ

れ

ま

す

。

こ

の

使

用

済

み

燃

料

を

そ

の

ま

ま

地

中

に

埋

設

処

分

す

る

計

画

も

あ

り

ま

す

が

、

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

は

半

減

期

が

二

万

年

以

上

で

す

の

で

こ

れ

は

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

鉱

山

を

作

る

の

と

同

じ

で

、

後

世

の

人

に

後

始

末

の

責

任

を

添

加

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

ま

た

再

処

理

済

み

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

七

0
ト

ン

（

爆

弾

一

(
)
0
0
0発分
）

の

一

部

は

N
P
T非加
盟

国

の

管

理

下

に

あ

っ

て

I
A
E
Aの
査

察

を

受

け

て

お

ら

ず

、

査

察

に

よ

る

国

際

安

全

保

障

の

意

義

が

半

減

し

て

い

ま

す

。

以

上

か

ら

、

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

の

国

際

的

な

管

理

体

制

と

査

察

保

障

制

度

の

確

立

が

緊

急

の

課

題

と

言

え

ま

す

。

九

五

年

の

N
P
T延長
国

際

会

議

を

前

に

、

米

国

が

新

た

な

動

き

を

見

せ

て

い

ま

す

。

軍

縮

会

議

へ

の

C
T
B
T締結
交

渉

の

提

案

、

核

兵

器

国

と

し

て

初

め

て

の

軍

事

用

核

物

資

へ

の

査

察

受

け

入

れ

提

案

、

ま

た

今

ま

で

否

定

的

で

あ

っ

た

非

核

地

帯

の

設

定

へ

の

支

持

表

明

な

ど

で

す

。

依

然

と

し

て

ー

カ

の

政

策

」

を

堅

持

し

軍

事

政

策

を

変

え

よ

う

と

し

な

い

米

国

の

、

一

見

急

速

な

N
N
A諸国
へ

の

歩

み

寄

り

の

要

因

は

何

か

。

前

述

の

、

再

検

討

会

議

に

お

け

る

孤

立

と

、

N
N
A諸国
の

N
P
T条

約

そ

の

も

の

と

そ

の

批

准

国

へ

の

不

信

感

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

が

内

外

の

対

立

を

抱

え

た

ま

ま

九

五

年

ま

で

核

兵

器

国

と

し

て

残

っ

た

場

合

の

、

N
P
T内の
混

乱

。

核

疑

惑

国

の

増

加

と

脱

退

問

題

。

そ

れ

ら

の

問

題

に

よ

る

N
P
T体制
崩

壊

の

危

機

を

米

国

は

感

じ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

そ

の

た

め

の

譲

歩

な

の

で

は

な

い

か

と

、

私

は

考

え

て

い

ま

す

。

差

別

条

項

の

固

定

化

は

、

無

論

許

さ

れ

な

い

こ

と

で

す

。

し

か

し

、

前

述

の

よ

う

に

、

N
P
T条約
そ

れ

自

体

の

改

定

は

困

難

で

あ

る

。

そ

こ

で

私

は

、

来

年

の

延

長

会

議

は

有

期

延

長

と

し

、

ま

た

ソ

連

崩

壊

以

来

衰

え

を

見

せ

て

き

た

核

兵

器

全

面

禁

止

の

N
G
0の
運

動

の

再

活

性

化

へ

の

チ

ャ

ン

ス

と

す

べ

き

と

考

え

ま

す

。

具

体

的

に

は

、

ま

ず

N
N
A諸国
の

悲

願

で

あ

る

、

核

実

験

全

面

禁

止

条

約

(
C
T
B
T
)

の

早

期

締

結

と

核

を

持

た

な

い

国

に

対

す

る

核

攻

撃

と

脅

迫

を

禁

止

す

る

条

約

作

り

を

進

め

る

こ

と

。

そ

し

て

、

核

・

非

核

を

問

わ

ず

全

て

の

国

に

、

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

お

よ

び

濃

縮

ウ

ラ

ン

の

国

際

管

理

と

、

軍

事

用

核

物

質

の

生

産

禁

止

と

こ

れ

に

伴

う

国

際

査

察

を

要

請

す

る

。

そ

れ

に

よ

っ

て

N
P

Tの
差

別

項

目

を

事

実

上

骨

抜

き

に

し

て

行

く

。

そ

れ

ら

と

同

時

に

、

非

核

地

帯

の

設

定

と

そ

の

範

囲

の

順

次

拡

大

。

こ

の

両

面

か

ら

行

動

し

て

行

く

こ

と

が

、

核

の

な

い

世

界

を

実

現

す

る

道

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。

同

時

に

国

内

的

に

は

、

非

核

三

原

則

の

法

制

化

が

求

め

ら

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

◆

◆

昌
[
C
]
[
[
]
]
]
]』

]

]

[

ロ

ロ

｀

三

]
]
〖
冒
[
]
]
[
]
]
p
/
]
]
]
]
"
表
[
た
た

一

九

九

三

年

十

一

月

四

日

午

前

、

ワ

シ

ン

ト

ン

連

邦

地

方

裁

判

所

に

お

い

て

口

頭

弁

論

が

行

わ

れ

、

原

告

・

被

告

双

方

の

主

張

が

な

さ

れ

、

最

終

局

面

で

プ

ラ

ッ

ト

裁

判

長

か

ら

原

告

敗

訴

の

予

告

が

あ

り

、

ロ

頭

弁

論

が

終

わ

っ

た

。

当

日

は

私

は

傍

聴

出

来

な

か

っ

た

の

だ

が

、

敗

訴

の

報

を

早

朝

に

受

け

て

最

初

に

頭

の

中

を

か

す

め

た

も

の

は

、

遠

藤

周

作

の

「

沈

黙

」

202
 

と

い

う

小

説

で

あ

っ

た

。

多

く

の

方

が

ご

存

じ

だ

と

4，
 
，
 

思

う

が

、

江

戸

時

代

、

弾

圧

の

中

で

多

く

の

キ

リ

ス

ー

8
 

ー

ト

者

が

惨

い

拷

問

の

末

殺

さ

れ

て

い

っ

た

。

そ

の

時

0z
 

キ

リ

ス

ト

者

は

、

神

は

い

る

の

か

、

神

は

ど

う

し

て

沈

黙

し

て

い

る

の

か

と

叫

ん

だ

と

い

う

。

私

も

声

を

大

に

し

て

、

神

は

い

る

の

か

、

何

故

、

沈

黙

し

て

い

る

の

だ

と

叫

び

出

し

た

く

な

っ

た

。

厚

木

周

辺

の

騒

音

で

苦

し

む

何

十

万

の

人

達

、

航

空

機

の

墜

落

事

故

で

亡

く

な

っ

た

人

達

の

霊

は

叫

ん

で

い

る

に

違

い

な

い

と

思

っ

た

。

ロ

ジ

ャ

ー

ス

弁

護

士

は

、

こ

の

騒

音

被

害

を

論

点

の

中

心

に

据

え

、

準

備

書

面

を

作

成

し

、

国

防

省

、

海

軍

省

と

書

面

で

の

や

り

取

り

を

し

、

二

年

六

ヶ

月

の

後

よ

う

や

く

口

頭

弁

論

に

ま

で

こ

ぎ

つ

け

た

。

そ

の

場

で

も

、

短

い

主

張

時

間

の

中

、

騒

音

被

害

の

論

を

中

心

に

す

べ

く

法

廷

戦

術

を

工

夫

し

、

ビ

デ

オ

の

政
治
的
だ
っ
た

判
決
の
中
味

7
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米海軍依佐美送信所 （愛知県刈谷市）
米
海
軍
の
原
子
力
潜
水
艦
に
超
長
波

(
V
L
F
)

通
信
を
送
っ
て
い
た
依
佐
美
送
信
所
（
愛
知
県
・
刈

谷
市
）
は
、
昨
年
八
月
以
降
、
「
送
信
停
止
」
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
「
返
還
ー
撤
去
」
へ

向
け
て
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
．
 

「
送
信
停
止
」
の
理
由
は
、
①
戦
略
原
潜
が
日
本

使用中止なら

返還
．
 

撤去を
河辺昭敏●あいち反戦の会

上
映
、
厚
木
基
地
の
航
空
写
真
の
掲
示
を
裁
判
所
に

求
め
た
が
、
前
者
は
許
可
さ
れ
ず
、
後
者
は
許
さ
れ

た
も
の
の
「
掲
示
し
た
け
れ
ば
し
て
も
よ
い
が
、
本

裁
判
に
は
何
ら
の
影
響
を
与
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
と

う
そ
ぶ
く
始
末
で
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
騒
音
被
害
と

い
う
基
本
的
事
実
関
係
に
立
ち
入
る
気
が
な
か
っ
た

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
騒
音
被
害
は
誰
が
ど

の
よ
う
に
し
て
救
済
さ
れ
る
の
か
、
全
く
無
法
で
あ

っ
て
良
い
の
か
？
怒
り
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

判
決
の
中
身
は
大
変
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

要
約
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
N
E
P
A

の
域
外
適
用
は
厳
格
に
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
②
マ
ッ
シ
ー
判
決
（
控
訴
審
）
は
南
極
の
米
国

研
究
基
地
に
N
E
P
A
を
遮
用
し
た
が
、
南
極
は
特

殊
な
地
位
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
宇
宙
空
間
に
な

ぞ
ら
え
る
大
陸
で
あ
り
、
よ
そ
の
主
権
国
家
が
関
与

す
る
行
為
に
つ
い
て
は
判
断
を
し
な
い
。
③
日
本
で

の
米
軍
の
活
動
は
複
雑
で
長
期
に
わ
~
る
条
約
の
法

的
枠
組
み
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
日
米
安
保

条
約
お
よ
び
地
位
協
定
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

地
位
協
定
二
五
条
は
日
米
合
同
委
員
会
と
一
五
の
小

委
員
会
を
設
定
し
て
い
る
。
原
告
の
言
う
よ
う
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
二
週
間
お
き
に
開
か
れ
る
そ
の
中

の
環
境
・
騒
音
対
策
小
委
員
会
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。
裁
判
所
が
国
防
省
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
作
成

を
命
ず
る
と
、
長
年
に
わ
た
る
条
約
に
よ
る
同
盟
関

係
を
侮
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
④
も
し
仮
に
N
E
P

A
が
適
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
ア
セ
ス
メ

ン
ト
作
成
に
よ
る
利
益
よ
り
も
米
国
の
外
交
政
策
の

利
益
が
は
る
か
に
優
先
す
る
た
め
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
作
成
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
⑤
裁
判
所
は

ほ
か
の
事
実
関
係
の
場
合
に
つ
い
て
は
判
断
を
し
な

ヽ
と

C

し

ア
メ
リ
カ
の
素
顔

怒
り
が
次
か
ら
次
へ
と
湧
き
出
し
て
く
る
。
先
ず
、

法
と
は
、
法
律
と
は
何
な
の
か
と
言
う
問
題
で
あ
る
。

人
類
の
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
絶
対

王
政
、
専
制
政
治
の
時
代
は
、
法
は
人
民
支
配
の
道

具
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
時
代
が
進
み
、

一
七
、
一
八
世
紀
の
幾
多
の
啓
蒙
思
想
家
の
出
現
、

そ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
て
起
こ
っ
た
市
民
革
命
（
イ
ギ

リ
ス
革
命
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
）

を
経
て
法
と
言
う
も
の
の
意
味
が
変
わ
っ
て
き
た
と

思
う
。
権
力
者
の
横
暴
を
抑
制
し
人
民
の
権
利
を
守

る
も
の
に
変
わ
っ
て
き
た
と
思
う
。
そ
れ
は
ア
メ
リ

カ
の
独
立
宣
言
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
人
権
宣
言
の
中

に
高
く
唱
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
…
権
力
の
一
連

の
濫
用
と
纂
奪
と
が
、
一
貫
し
た
目
的
の
下
に
行
わ

れ
·
'
•
そ
の
よ
う
な
政
府
を
転
覆
し
、
み
ず
か
ら
の
将

来
の
安
全
を
擁
護
す
る
新
し
い
組
緻
を
つ
く
る
こ
と

は
、
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
ま
た
義
務
で
も
あ
る
。

近
海
か
ら
い
な
く
な
っ
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
V
L
F
送
信
を
強
化
す
れ
ば
カ
バ
ー
で
き
る
。
②

通
信
の
技
術
革
新
が
進
み
、
衛
星
通
信
な
ど
に
代
替

が
行
わ
れ
、

V
L
F
の
比
重
が
低
下
し
た
。
③
依
佐

美
の
施
設
そ
の
も
の
が
老
朽
化
し
、
管
理
維
持
費

（
現
在
、
民
間
通
信
会
社
の
電
気
興
業
に
委
託
）
が

か
か
り
す
ぎ
る
。
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
．
①
が

1 5 6万dの敷地に250mの鉄塔8基が立っている。
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A
L
 

か
な
い
。

主
な
理
由
で
あ
る
な
ら
、
米
軍
戦
略
上
、
核
の
優
位

が
後
退
（
「
国
防
報
告
」
）
し
た
こ
と
の
具
体
的
あ

ら
わ
れ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

日
米
地
位
協
定
に
は
、
米
軍
に
提
供
し
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
、
「
必
要
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
い
つ

。
2
 

で
も
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
三
条
三
項
）
24
 

と
明
文
化
し
て
お
り
、
「
使
用
中
止
」
か
ら
「
返
還
」
9

，
 

が
具
体
的
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
米
軍
も
「
返
還
」
1
8

の

意

向

で

あ

る

と

報

道

さ

れ

て

い

ま

す

。

皿

．
 

と
こ
ろ
が
、
防
衛
庁
・
防
衛
施
設
庁
は
、
「
鉄
塔

撤
去
に
数
十
億
円
か
か
る
た
め
、
撤
去
を
延
ば
し
、

善
後
策
を
検
討
す
る
」
と
し
て
、
返
還
交
渉
に
入
ろ

う
と
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
（
今
年
一
月
）
関
係
自
治

体
の
愛
知
県
・
刈
谷
市
双
方
と
も
、
平
和
団
体
の
申

入
れ
に
対
し
て
「
事
態
を
静
観
す
る
l

と
回
答
す
る

な
ど
、
返
還
に
消
極
的
な
姿
勢
が
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
、
空
中
ア
ン
テ
ナ
線
下

の
農
地
の
地
主
さ
ん
た
ち
は
、
以
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
時
に
も
、
「
基
地
は
な
い
方
が
良
い
」
旨
を

多
く
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
防
衛
施
設
庁
と
の
補
償

の
窓
口
で
あ
る
「
依
佐
美
無
線
補
償
組
合
」
の
態
度

決
定
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

当
面
、
自
治
体
へ
の
要
請
行
動
を
中
心
に
、
「
返

還
ー
撤
去
」
実
現
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て

い

ま

す

。

●

●

，
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ア
メ
リ
カ
が
海
外
に
軍
事
基
地
を
散
在
さ
せ
、
軍

事
力
に
よ
る
ど
う
喝
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
世
界

制
覇
の
目
的
の
下
に
一
貫
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
権
力

の
濫
用
、
纂
奪
は
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
ア
メ

リ
カ
一
国
で
は
や
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
（
二
つ
の
）号

赤
字
）
の
で
、
最
近
は
、
冷
戦
下
で
軽
視
し
て
き
た
9
7巻

「
国
連
」
と
言
う
錦
の
御
旗
を
掲
げ
て
一
貫
し
た
目
通

的

を

遂

げ

よ

う

と

し

て

い

る

。

可

、
認

イ
・
イ
戦
争
、
湾
岸
戦
争
、
カ
ン
ポ
ジ
ア
p
k

o
勿便郵

ソ
マ
リ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ピ
ナ
。
そ
し
て
厚
木
騒
音
に
つ
い
て
は
、
日
米
安
保
、
種三日

地
位
協
定
で
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
権
第

カ
の
濫
用
、
纂
奪
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
条
約
が
1
8月

優
先
か
悪
法
が
優
先
か
も
問
わ
れ
て
い
る
。
条
約
は

6年

行
政
の
特
権
事
項
、
行
政
優
位
の
状
況
は
各
国
共
通

88
 

の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
行
政
の
優
位
の
上
に
立
ち
、
19

国
連
と
い
う
美
名
の
も
と
に
一
貫
し
た
目
的
を
遂
げ

202
 ，
 

る
た
め
、
権
力
の
濫
用
・
纂
奪
を
す
す
め
、
弱
き
も

4

，
 

の
を
挫
く
ア
メ
リ
カ
の
素
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。

18
 

ヽ

•
。

z
 

ス

私
た
ち
N
E
P
A
の
会
は
、
控
訴
は
断
念
し
た
が
、

今
ま
で
の
会
の
結
束
を
強
化
し
、
ア
メ
リ
カ
に
直
接
一ピ

も
の
申
す
道
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
努
力
を
続
け
た
チ

い
。
ア
メ
リ
カ
に
直
接
も
の
申
せ
る
の
は
、

G
L
O

ャキ

C
I
V
I
L
L
I
A
N
P
O
W
E
R
し

月

◆

◆

月 8
 



梅
林
宏
道
さ
ん

「
情
報
公
開
法
で
と
ら
え
た
在
日
米
軍
」
の

姉
妹
編
「
情
報
公
開
法
で
と
ら
え
た
沖
縄
の
米

軍
」
が
出
版
さ
れ
た
。
今
回
の
出
版
を
待
ち
望

ん
で
い
た
読
者
も
多
か
っ
た
は
ず
。
前
作
「
在

日
米
軍
」
は
、
九
三
年
J
C
J
（
日
本
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
会
議
）
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
「
ア

メ
リ
カ
の
情
報
公
開
法
を
手
が
か
り
と
し
て
ア

メ
リ
カ
政
府
、
軍
の
膨
大
な
内
部
資
料
を
入
手

ス
ト
の
う
ち
太
平
洋
で
起
こ
っ
た
も
の
の
よ
り
詳
細

な
情
報
が
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

●
資
料
請
求
に
対
す
る
対
応
は
ど
う
で
す
か
？

梅
林
請
求
し
た
項
目
に
よ
っ
て
対
応
は
違
い
ま
す
。

二
週
間
で
い
き
な
り
請
求
文
書
が
と
ど
い
て
鷲
ろ

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
番
遅
い
の
は
四
年
経
ち

ま
す
が
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
ろ
請
求

が
受
領
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
な
ん
ら
か
の
返
事
が
ま

ず
来
ま
す
。
簡
単
に
文
書
が
特
定
出
来
な
い
時
や
大

部
の
文
書
に
な
る
と
き
は
、
「
費
用
が
か
か
る
が
ど

う
す
る
か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
来
ま
す
。
「
管

轄
が
違
つ
の
で
書
類
を

0
0
に
転
送
し
た
」
と
言
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
表
出
来
な

い
と
き
は
、
必
ず
＿
不
服
な
ら
ば
異
議
申
し
立
て
が

で
き
る
。
方
法
は
こ
う
で
申
し
立
て
先
は
ど
こ
ど
こ

だ
」
と
知
ら
せ
て
き
ま
す
。
最
初
は
感
動
し
ま
し
た
。

「
政
府
の
持
つ
情
報
は
人
民
の
も
の
で
あ
る
（
米
議

会
）
」
ア
メ
リ
カ
と
、
国
レ
ベ
ル
で
ま
だ
情
報
公
開

制
度
を
持
っ
て
い
な
い
日
本
と
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

●
い
つ
も
期
待
通
り
の
資
料
が
と
ど
き
ま
す
か
？

梅
林
い
え
、
当
た
り
外
れ
が
あ
り
ま
す
ね
。
玉
石

混
交
で
す
。
た
く
さ
ん
来
て
も
必
要
な
事
実
が
つ
か

め
な
か
っ
た
り
・
・
・
。
で
も
そ
の
資
料
が
別
な
意
味
で

重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
よ

く
読
ん
で
い
く
と
予
期
し
な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
出
会

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
よ
う
や
く
狙
い
の
定
め

方
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

著
者
●

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
在
日
米
軍
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
平
和
運
動
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
た
．
一

と
い
う
の
が
受
賞
理
由
。
「
沖
縄
の
米
軍
」
も

前
作
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
労
作
。
情
報
公
開

制
度
に
つ
い
て
、
「
沖
縄
の
米
軍
」
に
つ
い
て

著
者
梅
林
宏
道
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

●
「
沖
縄
の
米
軍
」
を
著
さ
れ
て
、
あ
ら
た
め
て

何
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
？

梅
林
今
ま
で
知
っ
て
い
た
つ
も
り
の
こ
と
で
も
資

料
を
見
て
、
つ
ま
り
基
地
の
実
態
を
内
側
か
ら
見
て

全
体
像
を
把
握
し
て
み
ま
す
と
、
基
地
は
軍
事
的
機

能
以
外
に
も
実
に
問
題
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
嘉
手
納
基
地
の

P
C
B
汚
染
と
そ
の
処
理
に
つ

い
て
の
経
過
を
見
て
も
、
辺
野
古
弾
薬
庫
に
C
S
と

呼
ば
れ
る
毒
ガ
ス
や
白
燐
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
て
も
、
基
地
は
予
想
以
上
に
そ
こ
に
暮
ら
す
人

々
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

「
基
地
・
沖
縄
」
を
象
徴
す
る
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
の
「
県
道
越
え
実
弾
砲
撃
演
習
」
も
、
地
図
を

見
て
砲
座
の
位
置
を
確
認
す
る
と
基
地
が
い
か
に
県

民
の
存
在
を
無
視
し
て
い
る
か
が
あ
ら
た
め
て
よ
く

わ
か
り
、
憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

沖
縄
に
住
む
以
上
誰
も
が
日
々
使
わ
ざ
る
を
得
な

い
キ
ャ
ン
プ
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
海
兵
隊

員
が
ど
う
い
う
人
た
ち
か
と
い
う
こ
と
も
、
初
め
て

わ
か
り
ま
し
た
。
沖
縄
戦
で
何
人
も
の
日
本
兵
を
殺

傷
し
た
兵
隊
さ
ん
が
そ
の
功
を
称
え
ら
れ
て
キ
ャ
ン

プ
に
名
を
残
し
て
い
た
の
で
す
。
無
神
経
と
し
か
言

い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
お
び
や
か
す
基
地

♦
♦
 

に
聞
く

聞き手・まとめ

山中悦子（編集部）

●高文研刊。 3090円。トマ喰い虫社に 5冊以上まとめてこ
注文くだされば2400円（送料込み）で販売します。

うめばやし ひろみち● 1937年兵庫県生まれ。工学

博士（磁性物理学）． 72年自宅近くにあった米陸車相

模補給巌からペトナムヘの戦卓搬送に抗議して―ただの

fi民が戦車を止める会」を結成．以来、日蒻連帯運動、

平和運動に参加。 90年から PCDS（太平洋瓦備撤廃

運動）国際コーティネータ， 「キャッチピース」運営委

員。横浜市在住。

♦
♦
 

●
二
仕
日
米
軍
―
の
J
C
J
奨
励
賞
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

梅
林
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
手
の
か
か
っ
た

7
 

本
で
し
た
か
ら
率
直
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
号

，
 

防
衛
庁
、
基
地
に
関
連
し
た
自
治
体
職
員
、
ジ
ャ
巻通

ー
ナ
リ
ス
ト
の
方
々
に
も
沢
山
読
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
（

内
部
資
料
に
も
と
づ
い
た
系
統
的
な
基
礎
デ
ー
タ
即物

は
今
ま
で
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
関
心
便郵

が
集
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
次
の
「
沖
縄
編
」
種三第

を
早
く
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
と
ど
き
ま
し
た
。

●
情
報
公
開
制
度
に
注
目
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？
叩ー

梅
林
八
六
年
頃
反
ト
マ
ホ
ー
ク
の
運
動
を
通
し
て
月6
 

海
外
の
運
動
に
出
会
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
ア
メ
リ
年8
 

カ
で
は
、
運
動
に
近
い
と
こ
ろ
で
研
究
者
た
ち
が
情
9
8

報
公
開
法
を
使
っ
て
き
ち
っ
と
し
た
デ
ー
タ
を
出
し
。2
 

て
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
◇
ー4
 

そ
の
時
こ
の
制
度
と
き
ち
ん
と
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
9
9
ー

い
た
運
動
と
い
う
の
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
1
8

が
実
際
に
初
め
て
資
料
請
求
し
た
の
は
八
九
年
に
な
＼

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
二
件
同
時
に
出
し
ま
し
た
，
スチ

―
つ
は
、
海
外
基
地
で
あ
る
横
須
賀
基
地
に

N
E
P

ピ

A

（
環
境
保
護
法
）
に
よ
る
環
境
評
価
が
あ
れ
ば
見
ッャ

せ

て

ほ

し

い

と

言

う

も

の

。

キ

刊

も
う
―
つ
は
国
防
省
が
公
に
し
て
い
る
核
事
故
リ
月

軍
事
面
か
ら
見
た
沖
縄
の
米
軍
は
在
日
米
軍
の
一
部
ス

と
い
う
枠
を
越
え
た
存
在
で
す
。
基
地
沖
縄
は
太
乎
ピチ

洋
全
体
、
あ
る
い
は
世
界
全
体
と
直
結
し
て
い
る
米
ッャ

軍
構
造
の
中
で
も
特
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
キ

の
で
す
。
印
象
的
な
こ
と
は
今
沖
縄
の
基
地
で
は
地
町

域
紛
争
へ
の
戦
略
シ
フ
ト
に
対
応
し
て
N
B
C
（核、

生
物
、
化
学
）
兵
器
に
よ
る
攻
撃
を
誓
戒
し
て
の
防
四2
 

衛
訓
練
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

94，
 

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
ー0
0
 

""" 

を

お

祈

り

致

し

ま

す

。

号

「
沖
縄
の
米
軍
」
は
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
た
9
7巻

貴
重
な
デ
ー
タ
が
満
載
さ
れ
た
資
料
的
価
値
の
通,1
、

高
い
本
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
可物

沖
縄
の
人
達
と
同
じ
目
線
で
基
地
を
把
ぇ
よ
う
認

と
す
る
著
者
の
誠
実
な
姿
勢
が
読
み
手
を
感
動
紐

さ
せ
る
本
で
も
あ
る
。
「
お
わ
り
に
」
の
中
の
種三

次
の
一
文
に
共
感
す
る
読
者
は
多
い
だ
ろ
う
。
第日

「
沖
縄
の
軍
事
化
の
現
状
と
人
々
の
基
地
返
還
1
8月

要
求
が
も
っ
と
国
際
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

6年00
 

れ
ば
米
国
の
市
民
の
中
に
も
改
善
を
求
め
る
世
8，
 

論
が
強
ま
る
素
地
が
充
分
に
存
在
し
て
い
る
と

1

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
し
て
お

く
日
本
政
府
が
、
国
際
社
会
の
中
で
恥
ず
か
し

い
思
い
を
す
る
日
が
来
る
に
違
い
な
い
。

「
知
る
権
利
」

の
行
使

」◆
●
 
ーー 10 



原子力艦
入港情報

AWACS容認を撒回し
93年 12月21日～94年2月23日

S級＝原子力潜水艦スタージョン級
L級＝原子力潜水艦ロサンゼルス級

94年
◆1月11日

◇
 
同日

◆1月13日

◆1月17日

♦ 1 月 25 日

◇ 同日

◇1月29日

♦ 1 月 29 日

◇ 1月29日

◇1月31日

◆2月4日

♦ 2 月 8 日

◇2片16日

◇2月18日

♦ 2 月 22 日

◇
 
同日

09:35原潜ドラム (s級）佐世保
に入港。
09:53原潜ドラム (s級）佐世保
を出港．
1 0 : 1 0原潜タニー (s級）横須賀
に入港。
1 4 : 0 2原潜ニューヨークシティ
(L級）横須賀に入港．
1 2 : 2 3原潜シカゴ (L級）佐世保
に入港．
1 2 : 4 5原潜シカゴ (L級）佐世保
を出港。
09:54原潜タニー (s級）横須賀
を出港．
1 2 : 1 6原潜シカゴ (L級）佐世保
に入港．
1 4 : 3 1原潜ニューヨークシティ
(L級）横須賀を出港．
1 1 : 5 7原潜シカゴ (L級）佐世保
を出港．
10:14原潜ドラム (s級）佐世保
に入港．
14: 0 7原潜シカゴ (L級）横須賀
に入港。
14:03原潜ドラム (s級）佐世保
を出港．
0 9: 5 5原潜シカゴ (L級）横須賀
を出港。
13:50原潜タニー (s級）佐世保
に入港．
1 4 : 1 5原潜タニー (s級）佐世保
を出港．

●1994年1月1日から2月24日の各地への原子力艦
入港回数は

横須賀
佐世保
ホワイトピーチ
（沖良・勝連町）
合計

13 

3回（うち原潜
5回（うち原潜
0回（うち原潜

8回（うち原潜

（情報茎理：志沢勝彦）

(6 0) 

94年度防衛予算へのAWACSとパトリオットミサイルの計上を社会党が

容認したとの報道に触れ、私たちは鷲き｀あきれ、失望しそして怒っています。

r軍縮」を公約の一つとする連立政権にあって、誰よりも熱心に軍縮を主張

しなければならない社会党が、高価で、無意味で、危険な兵器を購入する「軍

1拡予算」に賛成する、この事態をいったいどう考えればいいのでしょうか。

l ：：言言三：言言：：力／三ミ已
あなたの名前もあるのです。

わずか1月の間に政策を 180度変えた理由は何なのでしょうか。 「AWA

CSとパトリオットについては防衛計画大綱見直しの中で再検討する」とのこ

とですが、なぜ「再検討」の手を自ら縛るような判断がでてきたのでしょうか．

国民福社税に反対した社会党が、どうしてこのような血税の浪費を受け入れら

れるのでしょうか．

しかも、今回の決定は大蔵原案の内示も待たずに、密室の談合とも言うぺき

プロセスで行われました。民主主義にとって自殺行為です。

私たちは、委員長が勇気と英断をもって容認方針を撤回し、国民に開かれた

論議を通して、次の角度から大蔵原案を徹底的に見直し、 94年度予算を日本

の軍縮への転換点とするよう強く求めるものです。

、
~
‘
.
'
‘
．
ヽ
ー

阿
回
回

3
5
0
 8回）

村山宮市社会党委員長へ

防脩費削減ヘ

開かれた論議を
9 4. 2. 

，
 

キャッチピース

l.AWACSの追加購入を中止すること

1.防衛予算を今年度より減額すること

1.新規兵器購入を凍結すること

1.在日米軍への「思いやり予算」を減額すること

1.日米合同演習、国外での演習を中止すること

以上に対してお返事がいただければ幸です。

（追伸）本日、全閣僚に同封の手紙を郵送しました。

88年6月18日第三種郵便物認可（通巻96号） No.18 1994.2.20 月刊キャッチピース

私たちは連立与党が94年度防衛予算へのAWACS（早期警戒管制機） 2機の追加購

入分計上を決めたことを知り、深い失望と怒りを感じています。昨年夏の連立政権発足時

の： 8 党・会派覚書き」には外交•安全保障政策には「これまでの政府の政策を継承しつ

つ、世界平和と軍縮のための責任を果たし役割を担う」と書かれているではないですか。

昨年の自衛豚観閲式で：箪縮についても世界に率先してイニシャティプをとっていかなけ

ればならない」と訓示したのは細川首相ではなかったのですか。私たちはこの単縮公約へ

の明らかな違反にまず強く抗議します。

同時に、大蔵原案の正式内示すらない段階で行われた、密室の談合を撤回し、公開の論

ぷを通して以下のように大蔵原案を修正し、 94年度予算を軍縮への転機とするよう求め

ます。

l. AWACSの追加購入を中止すること

一体誰か、この 1機550億円以上の高額兵器、かって防衛庁ですら「必要以上の機能

を備えている。しかもあまりに高額だ」といって導入を見送った兵器の追加購入を合埋的

説明ができるのでしょうか． f国民福祉税」のような増税を打ち出す一方でこのように税

金かムダ使いされていくことは到底認められません。しかも、 AWACSは「専守防衛」

の基本政策（これを「継承する」のが連立政権の合意です！）をあきらかに逸脱する兵器

ですC 軍縮を目指すならばまず最初に切捨てなければならない兵器です。

l.防衛予算を今年度より汲額すること

国民と国際社会の常識的理解は軍縮とは防衛費をこれまでより削減することですC 防衛

庁の 1.9 5％増要求を 1％まで「抑制」したとしても、世界の誰も箪縮とは認めません。

「世界に率先して車縮を」という総理の公約はまかしたったのですか。徹底的見直しを行

って今年度より液額する事、それが公約実行の最低限の条件です。

1 ・新規兵器購入を凍結すること ； 
たとえばAWACSの2機の購入価格 11 0 0偲円あまりのうち 94年度に予算化され ：： 

： ： 

るのはわずか5億5000万円。残りは全額「後年度負担」です。パトリオット・ミサイ ：： 
ルは総額352億円のうち 94年度予算はわずかに 1億4000万円です。 ［後年度負担」::

のッケ払いは今年度予箕ですでに 1兆7000億円に上っています。

高額兵器の財政負担を後々にまで繰り越すなどということがどうして許されるでしょう

か。 「将来を見通して福祉を充実する」ことががリップサービスでないのなら、それは政

権にとって自殺行為以外の何者でもありません。

1．在日米軍への「思いやり予算」を見直すこと

1978年から始まったいわゆる「思いやりj支出は当初の62億円から 93年度予算

では2300億円。実に37倍に増やされています。 94年度予算でも防衛庁は増額を要

求しています。安保条約にもとづく「日米地位協定」第24条には「合衆国軍隊を維持す

るすべての経費は日本に負担をかけないで合衆国が負担する］とあります。私たちは条約

上の根拠すらない特別の優遇措置に私たちの税金が使われることに反対します。 95年に

；よ米軍の駐留経費の実に50％を日本が負担することになります。それはまたアジア太乎

洋地域の軍縮と緊張緩和を阻害することにもつながります。 94年度予豆の中で、この支

出を根本的に見直し、削汝に向けた外交交渉を開始することを強く求めます。

L 日米合同浪習｀国外での軍事演習を中止すること

94年度予算で防衛庁が要求している以下のような日米合同演習と海外濱習は、専守防

衛の基本政策を厳守し、自衛隊が決して海外での軍事行動を行わないことを国際社会に明

らかにするためにも中止するべきです。

日米共同演習

米国における射撃訓練（対戦車ミサイル等）

北米方面の遠洋演習航海

リムパック（環太平洋合同演習）への参加

フィリピン方面等海上濱習

第2次世界大戦、ヒロシマ・ナガサキそして日本のアジア侵略戦争から 50周年の l9 

9 5年を軍縮の中で迎えること。そのことを防衛費削減という具体的政策によって内外に

明らかにすること。それこそが日本の「国際貢献」であり、 「国際社会において名誉ある

地位を占める」ことのはずです。

開かれた、理を尽くした議論を通して、 「防衛費削減」の政府予算案を国会に提出する

とを重ねて求めます。
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膚

核
空
母

カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン

ス
カ
に
！

●
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
原
子
力
空
母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン

が
、
三
月
に
横
須
賀
に
入
港
す
る
可
能
性
が
濃
厚
で

ョ
コ 会計報告

(94. 1. 26~94. 2. 24) 

［収入］
0前月からの繰越

0今月の収入

会費収入

維持団体
維持個人
参加団体
参加個人
通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

内

訳

169,417 

52,948 

す
。
北
朝
鮮
が
I
A
E
A
に
よ
る
核
査
察
を
受
け
入

れ
る
か
否
か
、
瀬
戸
際
の
交
渉
が
続
く
中
カ
ー
ル
ピ

ン
ソ
ン
は
朝
鮮
海
域
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

●
「
核
不
拡
散
」
の
名
の
も
と
に
、
原
子
炉
を
積
ん

だ
大
量
殺
数
兵
器
を
さ
し
む
け
る
ア
メ
リ
カ
の
大
国

主
義
。
横
須
賀
は
そ
の
拠
点
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
原
子
炉
の
安
全
性
、
「
有
事
核
搭
載
」
の
可

能
性
な
ど
、
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
だ
入
港
で
す
。

●
入
港
日
は
三
月
十
一
日
が
有
力
（
二
月
二
六
日

「
神
奈
川
」
）
。
抗
議
行
動
を
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
ヨ
コ
ス
カ
平
和
船
団
(

0

四
六
八
ニ
一
五
一

0

一
五
七
）
ま
た
は
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
ま
で
。
◆
◆

＊ 

［支出］
●今月の支出

事務所代 (2月）
水道光熱費
電話・ FAX費
郵送費
文具・備品
印刷・コヒー代
行動費 ＊ ＊ 
郵便振替等手数料
雑費

●次月への繰越
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200,495 

40,000 
11,053 
17,699 
55,059 
20,728 
53,806 

゜2,150 
゜21,870 

＊ 平和資料協同組合（準）の資料収入は、別会計と

します。

＊＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となって

いるため、それにあてはまらない収支のみが、この

欄に計上されます。
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財
政
危
機

●
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
財
政
は
す
べ
て
皆
さ
ん
か
ら

の
会
費
と
カ
ン
パ
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
苦
し
い

な
が
ら
も
な
ん
と
か
や
り
く
り
し
て
き
ま
し
た
。

●
と
こ
ろ
が
「
会
計
報
告
」
に
あ
る
よ
う
に
財
政
が

極
端
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
繰
越
金
は
ほ
ぼ
底
を
つ
か

い
て
、
事
務
所
の
家
賃
も
ニ
ュ
ー
ス
の
印
刷
費
、
郵
9
7巻

送
費
も
借
金
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
（認

す
。
会
費
納
入
状
況
の
お
知
ら
せ
が
お
そ
く
な
っ
て
可

し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
お
心
当
た
り
の
方
は
ど
う
か
物便

早
急
に
ご
送
金
く
だ
さ
い
。
ま
た
カ
ン
パ
も
よ
ろ
し
郵

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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c,35
籠
入
を
口
．
よ
し
＼

ー
I
T
パ
ー
九
開
パ
I

年
度
信
な
旬

9
の
角
員
に
関
す
る
計
届

国
の
財
政
が
厳
し
く
な
る
と
い
i
m
で
も
減
税
と
・
t.l

ヽ
：
J
で
消
費
税
率
を
上
げ
よ
う
と
す
る
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

年
間
所
得
の
低
い
人
に
，
K
-

っ
て
T
C

、
実
黄
的
に
増
税
を
強
い
る
事
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
前
に
国
の
支
出

の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

そ
の
候
補
の
筆
頭
は
防
衛
費
と
い
う
名
の
直
事
費
で
す
。
恥
争
放
棄
を
う
た
っ
た
憲
法
を
持
つ
日
本
の
軍
事
費
は
、
年
に
四
兆
円
を

は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。
自
衝
隊
は
ま
き
れ
も
な
く
米
ソ
冷
戟
を
前
提
と
し
た
米
国
の
対
ソ
戟
略
の
一
環
を
担
う
べ
く
拡
大
し
て
来

ま
し
た
。
冷
載
が
終
結
‘
>
た
今
、
多
く
＼
の
装
備
や
部
隊
の
存
在
意
義
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
税
収
不
足
の
情
勢
も
踏
ま
え
、
政
府
が
率

先
し
て
軍
事
費
を
削
減
す
べ
き
で
す
。
政
府
提
出
の
一
九
九
四
年
度
防
衛
費
は
、
前
年
度
比

0
、
九
％
増
で
、
増
加
率
は
下
が
っ
た
と
は

い
え
依
然
と
し
て
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
軍
縮
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
ず
新
規
装
備
の
導
入
を
や
め
る
こ
と
で
す
。
例
え
は
、
来
年
度
予
算
に
入
っ
て
い
る
空
中
警
戒
管
制
機

(
A
W
A
C
S
)
二
機
は
、

そ
の
典
呈
で
す
。
＞
ピ
ー
ダ
ー
を
備
え
た
空
飛
ぶ
司
令
室
で
、
空
中
か
ら
戦
闘
機
や
爆
撃
機
に
命
令
を
出
し
、
国
土
か
ら
遠
く
離
れ
た
場

所
で
の
戦
闘
を
想
定
し
て
お
り
、
「
専
守
防
衛
」
の
建
前
す
ら
無
視
す
る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
二
機
で
＿
千
百
億
円
に
も
な
り
ま
す
。

新
規
装
備
を
そ
の
ま
ま
箆
め
て
い
け
ば
後
年
度
負
担
に
よ
っ
て
軍
事
費
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
軍
縮
の
時
代
」
に
見
合
っ

た
「
防
衛
大
綱
の
見
直
し
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
新
規
装
備
を
削
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
在
日
米
軍
基
地
へ
の
「
思
い
や
り
予
算
l

と
し
て
年
間
に
二
千
三
百
億
円
も
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

湾
岸
戟
争
で
在
日
米
軍
が
流
し
た
血
の
一
部
は
、
私
ち
の
税
金
で
流
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
、
世
界
の
恥
争
に
か

か
わ
る
米
軍
基
地
の
た
め
に
日
本
の
税
金
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
「
思
い
や
り
予
算
」
は
廃
止
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
で
す
。

そ
こ
で
、
以
上
の
趣
旨
に
よ
り
左
記
の
項
目
に
つ
い
て
要
請
し
ま
す
。

A
W
A
C
S
の
追
加
購
入
を
中
止
す
る
こ
と

防
衛
予
算
を
前
年
度
よ
り
削
減
す
る
こ
と

新
規
の
兵
器
購
入
を
中
止
す
る
こ
と

在
日
米
軍
の
一
思
い
や
り
予
算
」
を
減
額
す
る
こ
と

日
米
共
同
演
習
•
国
外
で
の
演
習
を
中
止
す
る
こ
と

防
衛
予
算
の
策
定
過
程
に
お
け
る
情
報
を
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
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《軍縮キャンペーン第二弾》

AWACS導入を中止し、軍事費削減を求める

国会の讀願署名にこ協力を

脱軍備ネットワーク「キャッチピース」

代表田巻一彦

連絡先 ~223 横浜市港北区箕輪町3-3-1

3045(563)5101 

FAX (563) 9907 

12月～1月のはがきキャンペーンに対しては多くの方からの反響がありまし

た。こ協力ありがとうございました。

2月9日には、連立政権全閣僚に対してAWACS追加購入決定についての、

抗議と要請を緊急に行いました。

その後、2月15日、政府の1994年度予算案が正式に閣議決定されましたが、残念

ながら AWACSの追加導入が盛り込まれています。

しかし、あきらめる必要はありません。今度は国会での審議が始まる訳で、

その場に税金の無駄使いをやめろという、私たちの思いを一人でも多くとどけ

ることが必要です。

そこで、国会への請願署名を緊急に集めたい思います。ご協力ください。

●ご家族や友人、知人に働きかけてください

●用紙はコピーしてどんどん増やしてください

●集約予定 ：第一次 3月14日

：第二次 3月31日

＊その後については、予算審議の進み具合に応じて判断します。

〈請腱峠のだg,afit心＇） 8•り

1. AWACSの追加購入を中止すること

一体誰が、この 1機550億円以上の高額兵器、かって防衛庁ですら「必要以上の機能

を備えている。しかもあまりに高額だ」といって導入を見送った兵器の追加購入を合理的

説明ができるのでしょうか。 「国民福祉税」のような増税を打ち出す一方でこのように税

金がムダ使いされていくことは到底認められません。しかも、 AWACSは「専守防衛J

の基本政策（これを「継承する」のが連立政権の合意です！）をあきらかに逸脱する兵器

です。軍縮を目指すならはまず最初に切捨てなければならない兵器です．

1.防衛予算を今年度より減額すること

国民と国際社会の常識的理解は軍縮とは防衛費をこれまでより削減することです．防衛

庁の1. 9 5％増要求を 1％まで「抑制」したとしても、世界の誰も軍縮とは認めません．

「世界に率先して軍縮を」という総理の公約はまかしだったのですか．徹底的見直しを行

って今年度より減額する事、それが公約実行の最低限の条件です。

1.新規兵器購入を凍結すること

たとえばAWACSの2機の購入価格 l1 0 0億円あまりのうち 94年度に予算化され

るのはわずか5億5000万円。残りは全額「後年度負担」です．パトリオット・ミサイ

ルは総額352億円のうち 94年度予算はわずかに 1億4000万円です． 「後年度負担」

のッケ払いは今年度予算ですでに 1兆7000億円に上っています。

高額兵器の財政負担を後々にまで繰り越すなどということがどうして許されるでしょう

か． 「将来を見通して福祉を充実する」ことががリップサーピスでないのなら、それは政

権にとって自殺行為以外の何者でもありません。

1.在日米軍への「思いやり予算」を見直すこと

1978年から始まったいわゆる「思いやり」支出は当初の62億円から 93年度予算

では2300億円。実に37倍に増やされています.9 4年度予算でも防衛庁は増額を要

求しています。安保条約にもとづく「日米地位協定」第24条には「合衆国軍隊を維持す

るすべての経費は日本に負担をかけないで合衆国が負担する」とあります。私たちは条約

上の根拠すらない特別の優遇措置に私たちの税金が使われることに反対します． 95年に

は米軍の駐留経費の実に50％を日本が負担することになります。それはまたアジア太平

洋地域の軍縮と緊張緩和を阻害することにもつながります。 94年度予算の中で、この支

出を根本的に見直し、削減に向けた外交交渉を開始することを強く求めます。

1.日米合同演習、国外での軍事演習を中止すること

94年度予算で防衛庁が要求している以下のような日米合同演習と海外演習は、専守防

衛の基本政策を厳守し、自衛隊が決して海外での軍事行動を行わないことを国際社会に明

らかにするためにも中止するべきです。

日米共同演習

米国における射撃訓練（対戦車ミサイル等）

北米方面の遠洋演習航海

リムパック（環太乎洋合同演習）への参加

フィリピン方面等海上演習


